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第
三
十
五
規
則

原
油
洗
浄
作
業

１

原
油
洗
浄
装
置
を
用
い
て
運
航
す
る
油
タ
ン
カ
ー
に
は
、
原
油
洗
浄
装
置
に
つ
い
て
詳
述
し
、
か
つ
、
操
作
方
法

を
説
明
す
る
操
作
及
び
設
備
の
手
引
書
を
備
え
る
。
手
引
書
は
、
主
管
庁
の
認
め
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま

た
、
第
三
十
三
規
則
２
に
規
定
す
る
仕
様
に
お
い
て
定
め
る
す
べ
て
の
情
報
を
含
む
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

原
油
洗
浄
装
置
に
影
響
を
及
ぼ
す
改
造
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
操
作
及
び
設
備
の
手
引
書
は
、
改
訂
す
る
。

２

貨
物
タ
ン
ク
へ
の
バ
ラ
ス
ト
の
積
込
み
に
関
し
て
は
、
各
バ
ラ
ス
ト
航
海
に
先
立
ち
、
タ
ン
カ
ー
の
運
航
形
態
及

び
予
想
さ
れ
る
天
候
状
態
を
考
慮
し
て
、
原
油
洗
浄
の
行
わ
れ
た
貨
物
タ
ン
ク
に
の
み
バ
ラ
ス
ト
水
が
積
載
さ
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
十
分
な
貨
物
タ
ン
ク
に
つ
い
て
原
油
洗
浄
を
行
う
。

３

原
油
タ
ン
カ
ー
は
、
原
油
洗
浄
に
適
し
な
い
原
油
を
運
送
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
操
作
及
び
設
備
の
手
引
書
に

従
つ
て
原
油
洗
浄
装
置
を
操
作
す
る
。

第
三
十
六
規
則

油
記
録
簿
第
二
部
（
貨
物
及
び
バ
ラ
ス
ト
に
係
る
作
業
）

１

総
ト
ン
数
百
五
十
ト
ン
以
上
の
油
タ
ン
カ
ー
に
は
、
油
記
録
簿
第
二
部
（
貨
物
及
び
バ
ラ
ス
ト
に
係
る
作
業
）
を

備
え
る
。
油
記
録
簿
第
二
部
は
、
船
舶
の
公
式
の
航
海
日
誌
の
一
部
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
付
録
Ô
に
定
め
る

様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

船
舶
に
お
い
て
次
の
貨
物
及
び
バ
ラ
ス
ト
に
係
る
作
業
を
行
う
場
合
に
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
、
各

タ
ン
ク
に
つ
い
て
油
記
録
簿
第
二
部
に
必
要
事
項
を
記
載
す
る
。

.1

貨
物
油
の
積
込
み

.2

航
海
中
に
行
う
船
内
に
お
け
る
貨
物
油
の
移
替
え

.3

積
込
み
作
業
の
前
後
及
び
取
卸
し
作
業
の
前
後
に
お
け
る
貨
物
タ
ン
ク
の
間
の
弁
（
こ
れ
に
類
似
す
る
器
具
を

含
む
。）の
開
閉

.4

貨
物
タ
ン
ク
及
び
ク
リ
ー
ン
・
バ
ラ
ス
ト
・
タ
ン
ク
へ
の
バ
ラ
ス
ト
の
積
込
み

.5

貨
物
タ
ン
ク
の
洗
浄
（
原
油
洗
浄
を
含
む
。）

.6

バ
ラ
ス
ト
の
排
出
（
分
離
バ
ラ
ス
ト
・
タ
ン
ク
か
ら
の
排
出
を
除
く
。）

.7

ス
ロ
ッ
プ
・
タ
ン
ク
か
ら
の
水
の
排
出

.8

ス
ロ
ッ
プ
・
タ
ン
ク
か
ら
の
排
出
作
業
の
後
の
関
連
す
る
す
べ
て
の
弁
又
は
類
似
の
装
置
の
閉
鎖

.9

ス
ロ
ッ
プ
・
タ
ン
ク
か
ら
の
排
出
作
業
の
後
の
貨
物
油
管
及
び
ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
管
と
ク
リ
ー
ン
・
バ
ラ
ス

ト
・
タ
ン
ク
と
の
分
離
の
た
め
に
必
要
な
弁
の
閉
鎖

.10

油
性
残
留
物
の
処
分

第
五
章

油
に
よ
る
汚
染
事
件
か
ら
生
ず
る
汚
染
の
防
止

第
三
十
七
規
則

油
汚
染
船
内
緊
急
計
画

１

総
ト
ン
数
百
五
十
ト
ン
以
上
の
油
タ
ン
カ
ー
及
び
総
ト
ン
数
四
百
ト
ン
以
上
の
油
タ
ン
カ
ー
以
外
の
船
舶
は
、
主

管
庁
が
承
認
す
る
油
汚
染
船
内
緊
急
計
画
を
船
内
に
備
え
る
。

２

油
汚
染
船
内
緊
急
計
画
は
、
国
際
海
事
機
関
が
作
成
す
る
指
針
に
基
づ
く
も
の
と
し
、
船
長
及
び
職
員
の
常
用
語

で
記
載
す
る
。
当
該
計
画
は
、
少
な
く
と
も
次
の
も
の
か
ら
成
る
。

.1

当
該
船
舶
の
船
長
又
は
当
該
船
舶
に
責
任
を
有
す
る
船
長
以
外
の
者
が
、
条
約
第
八
条
及
び
議
定
書
Ò
の
規
定

に
よ
つ
て
要
求
さ
れ
る
油
に
よ
る
汚
染
事
件
を
報
告
す
る
た
め
に
従
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
手
続
で
あ
つ
て
、

国
際
海
事
機
関
が
作
成
す
る
指
針
に
基
づ
く
も
の

.2

油
に
よ
る
汚
染
事
件
の
場
合
に
お
い
て
連
絡
す
べ
き
当
局
又
は
者
の
一
覧
表

.3

事
件
の
後
、
油
の
排
出
を
減
少
さ
せ
、
又
は
規
制
す
る
た
め
、
乗
船
者
が
直
ち
に
と
る
べ
き
措
置
の
詳
細
な
記

述
.4

汚
染
に
対
処
す
る
に
当
た
り
、
国
及
び
現
地
の
当
局
と
船
内
に
お
け
る
措
置
を
調
整
す
る
た
め
の
手
続
及
び
船

舶
内
の
連
絡
先

３

条
約
附
属
書
Ó
第
十
七
規
則
も
適
用
さ
れ
る
船
舶
に
つ
い
て
は
、
同
規
則
に
基
づ
い
て
要
求
さ
れ
る
有
害
液
体
物

質
に
関
す
る
海
洋
汚
染
船
内
緊
急
計
画
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
計
画
の
表

題
は
、
海
洋
汚
染
船
内
緊
急
計
画
と
す
る
。

４

載
貨
重
量
五
千
ト
ン
以
上
の
す
べ
て
の
油
タ
ン
カ
ー
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し
た
陸
上
で
の
損
傷
時
復
原
性

及
び
残
余
構
造
強
度
計
算
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
速
や
か
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
も
の
と
す
る
。

第
三
十
八
規
則

受
入
施
設

Ａ

特
別
海
域
外
の
受
入
施
設

１

条
約
の
締
約
国
の
政
府
は
、
油
タ
ン
カ
ー
そ
の
他
の
船
舶
か
ら
の
油
性
残
留
物
及
び
油
性
混
合
物
を
受
け
入
れ
る

た
め
の
施
設
で
あ
つ
て
航
海
に
不
当
な
遅
延
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
な
く
こ
れ
を
利
用
す
る
船
舶
の
必
要
に
応
ず
る
た

め
に
十
分
な
も
の
が
油
の
積
込
み
係
留
施
設
、
修
理
港
そ
の
他
船
舶
が
油
性
残
留
物
を
排
出
す
る
こ
と
を
必
要
と
す

る
港
に
設
け
ら
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

２

１
の
受
入
施
設
は
、
次
の
場
所
に
設
け
る
。

.1

七
十
二
時
間
以
下
又
は
千
二
百
海
里
以
下
の
バ
ラ
ス
ト
航
海
を
終
了
し
た
後
の
油
タ
ン
カ
ー
に
原
油
が
積
み
込

ま
れ
る
港
及
び
係
留
施
設

.2

一
日
当
た
り
平
均
千
メ
ー
ト
ル
・
ト
ン
を
超
え
る
量
の
ば
ら
積
み
の
油
（
原
油
を
除
く
。）が
積
み
込
ま
れ
る
港

及
び
係
留
施
設

.3

船
舶
の
修
理
施
設
又
は
タ
ン
ク
浄
化
施
設
を
有
す
る
港

.4

第
十
二
規
則
の
要
求
す
る
ス
ラ
ッ
ジ
・
タ
ン
ク
を
備
え
た
船
舶
が
利
用
す
る
港
及
び
係
留
施
設

.5

第
十
五
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
排
出
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
油
性
ビ
ル
ジ
そ
の
他
の
油
性
残
留
物
の
受

入
れ
が
必
要
と
な
る
港

.6

兼
用
船
か
ら
の
第
三
十
四
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
排
出
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
油
性
残
留
物
の
受
入
れ

が
必
要
と
な
る
ば
ら
積
み
貨
物
の
積
込
み
港

３

第
三
十
四
規
則
６
に
規
定
す
る
油
タ
ン
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
洗
浄
の
た
め
に
使
用
さ
れ
、
及
び
貯
留
タ
ン
ク
に
戻

さ
れ
た
油
及
び
水
の
総
量
は
、
油
記
録
簿
第
二
部
に
記
録
す
る
。

４

第
四
規
則
に
定
め
る
油
若
し
く
は
油
性
混
合
物
の
排
出
が
あ
つ
た
場
合
又
は
同
規
則
に
定
め
る
適
用
除
外
を
受
け

な
い
事
故
に
よ
る
油
の
排
出
そ
の
他
の
例
外
的
な
油
の
排
出
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
排
出
の
状
況
及
び
理
由
を
油
記

録
簿
第
二
部
に
記
載
す
る
。

５

２
に
掲
げ
る
作
業
は
、
こ
れ
ら
の
作
業
に
係
る
す
べ
て
の
必
要
事
項
が
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
油
記
録
簿
に
遅
滞
な

く
完
全
に
記
録
す
る
。
油
記
録
簿
の
各
項
目
に
は
、
各
作
業
の
担
当
職
員
が
署
名
す
る
も
の
と
し
、
船
長
が
連
署
す

る
。
油
記
録
簿
第
二
部
は
、
少
な
く
と
も
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
又
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
記
載
す
る
。
旗
国
の
公
用
語

も
使
用
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
記
載
の
不
一
致
が
あ
る
場
合
に
は
、
旗
国
の
公
用
語
に
よ
る
記
載
が
優
先
す
る
。

６

油
排
出
監
視
制
御
装
置
の
故
障
は
、
油
記
録
簿
第
二
部
に
記
載
す
る
。

７

油
記
録
簿
第
二
部
は
、
合
理
的
な
と
き
は
い
つ
で
も
容
易
に
検
査
す
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
場
所
に
備
え
る
も

の
と
し
、
乗
組
員
の
い
な
い
被
え
い
航
船
の
場
合
を
除
く
ほ
か
、
船
内
に
備
え
る
。
油
記
録
簿
第
二
部
は
、
最
後
の

記
載
を
し
た
日
の
後
三
年
間
保
存
す
る
。

８

締
約
国
の
政
府
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
こ
の
附
属
書
の
適
用
さ
れ
る
船
舶
が
当
該
締
約
国
の
港
又
は
沖
合
の
係

留
施
設
に
あ
る
間
は
、
そ
の
船
舶
に
備
え
ら
れ
て
い
る
油
記
録
簿
第
二
部
を
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
権
限

の
あ
る
当
局
は
、
そ
の
油
記
録
簿
の
記
載
の
写
し
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
ま
た
、
船
長
に
対
し
そ

の
写
し
が
当
該
油
記
録
簿
の
記
載
の
真
正
な
写
し
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
よ
う
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

よ
う
に
作
成
さ
れ
た
写
し
で
あ
つ
て
油
記
録
簿
の
記
載
の
真
正
な
写
し
で
あ
る
こ
と
を
船
長
が
証
明
し
た
も
の
は
、

い
か
な
る
訴
訟
手
続
に
お
い
て
も
、
記
載
さ
れ
て
い
る
事
実
の
証
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
規
定
に
基
づ
い

て
権
限
の
あ
る
当
局
の
行
う
油
記
録
簿
第
二
部
の
検
査
及
び
証
明
さ
れ
た
写
し
の
作
成
は
、
航
海
に
不
当
な
遅
延
を

生
じ
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
で
き
る
限
り
速
や
か
に
行
う
。

９

第
三
十
四
規
則
６
の
規
定
に
基
づ
き
運
航
す
る
総
ト
ン
数
百
五
十
ト
ン
未
満
の
油
タ
ン
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
適
当

な
油
記
録
簿
は
、
主
管
庁
に
よ
つ
て
作
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

�™


		2010-12-20T14:53:14+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




